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研
究
の
目
的

筆
者
が
短
作
文
教
育
に
興
味
を
も
ち
始
め
た
時
期
は
、
昭
和
五
五
年
(
一
九
八

O

年
)
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
大
西
道
雄
氏
の
著
作
に
導
か
れ
な
が
ら
、

さ
ら
に
翌
年

そ
し
て
翌
々
年
に
か
け
て
細
々
と
実
践
を
進
め
て
い
っ
た
。
昭
和
五
八
年
(
一
九
八

年

か
ら
二
年
間
、
筆
者
は
好
運
に
も
長
期
研
修
の
機
会
を
得
、
そ
こ
で
短
作
文

教
育
の
生
み
の
親
で
あ
る
藤
原
与
一
氏
の
理
論
に
つ
い
て
ま
と
め
る
き
っ
か
け
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
六

O
年
(
一
九
八
五
年
)
以
降
は
、
そ
う
し
た
理
論
面

の
研
究
と
、
小
学
校
現
場
で
の
実
践
面
の
研
究
と
を
少
し
ず
つ
継
続
し
て
き
た
。

本
研
究
は
、
そ
の
理
論
面
の
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
理
論
面
の

研
究
と
な
れ
ば
、
当
然
藤
原
氏
の
業
績
全
体
へ
視
野
を
広
げ
、
考
察
を
加
え
て
い
く

と
い
う
方
向
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
一
方
で
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。
ま
た
他
方
、
藤
原
氏
を
は
な
れ
、
と
り
わ
け
作
文
綴
方
教
育
史
を
遡
り
、

諸
々
の
研
究
者
の
論
の
中
に
短
作
文
教
育
に
つ
な
が
る
原
理
的
な
も
の
を
見
出
し
て

い
く
方
向
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
本
研
究
の
位
置
を
定
め
た
い
。

藤
原
氏
が
初
め
て
短
作
文
教
育
を
提
唱
さ
れ
た
時
期
は
、
昭
和
三

O
年
(
一
九
五

五
年
)

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
に
か
け
て
は
、
そ
の

主
旨
を
受
け
た
実
践
が
、
あ
ま
り
多
く
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
こ
の
期
間
の

調
査
も
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
昭
和
五

0
年
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
短
作

文
に
関
す
る
様
々
な
研
究
・
実
践
が
精
力
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。

大
内
善
一
氏
は
、
昭
和
五

0
年
代
以
降
の
短
作
文
教
育
の
理
論
面
、
実
践
面
の
総

括
と
体
系
化
を
図
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
好
例
が
、
平
成
六
年
(
一
九
九
四

年

の
第
八
六
回
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
に
お
け
る

「
短
作
文
の
授
業
、
、
つ
く
り

到
達
点
と
課
題
」
と
い
う
発
表
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
現
在
の
短
作
文
に
関

す
る
実
践
が
、
出
発
点
で
あ
る
藤
原
氏
の
理
論
か
ら
か
け
は
な
れ
た
も
の
に
な
り
つ

(正
1
)

つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
況
を
ふ
ま
え
る
時
、
短
作
文
教
育
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の
原
理
と
い
う
も
の
を
検
討
し
て
お
く
と
い
う
手
続
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
気

づ
く
。
同
時
に
、
短
作
文
と
い
う
国
語
教
育
用
語
を
創
出
さ
れ
、
本
格
的
に
一
つ
の

作
文
教
育
論
と
し
て
構
築
さ
れ
た
藤
原
氏
の
業
績
は
尊
重
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
前

の
諸
家
の
作
文
教
育
論
を
あ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
考
察
す
る
と
い
う
手
続
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
あ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
と
は
即
ち
短
作
文
教
育
に
つ
な

(
L
ぽ

2
)

が
っ
て
い
く
胎
動
的
な
基
盤
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
継
続
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
わ
が
国
の
作
文
殻
方
教

育
史
は
た
い
へ
ん
奥
深
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
明
治
期
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

端
緒
と
し
た
研
究
者
は
、
大
和
田
建
樹
(
一
八
五
七

l
一
九
一

O
年
)

で
あ
る
。
そ

れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
明
治
一
一

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て

土
、
旧
灯
台
明

l
t
}
i
r
 (
あ
る
い
は
明
治
期
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

の
作

文
綴
方
教
育
史
に
お
い
て
も
重
要
な
転
換
期
で
あ
り
、
非
常
に
意
義
深
い
時
期
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。
大
ま
か
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
期
は
、
そ
れ
ま
で
の
形



式
(
模
倣
)
作
文
期
か
ら
自
由
発
表
主
義
作
文
期
へ
の
転
換
期
で
あ
る
。
別
な
見
方

を
す
る
な
ら
ば
、
学
習
者
の
発
達
や
心
理
を
そ
れ
以
前
よ
り
も
大
切
に
し
た
作
文
教

出
円
論
が
創
出
さ
れ
始
め
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
こ
に
現
代
の
作
文

教
育
論
の
萌
芽
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
滑
川
道
雄
氏
は
、

『
日
本
作
文
綴
方
教

育
史
1
明
治
篇
』
に
お
い
て
、
そ
の
時
期
の
傑
出
し
た
研
究
者
と
し
て
大
和
田
と
大

町
桂
月
(
一
八
六
九
l
一
九
二
五
年
)
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
大
町
を
取
り
上
げ
る

こ
と
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
滑
川
氏
に
よ
り
、
大
和
田
の
業
績
の
、
特

に
『
作
文
宝
典
』
(
明
治
三

O
年
刊
)

『
文
章
組
立
法
』
(
明
治
三
九
年
刊
)
と
の

と

概
要
と
意
義
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
に
先
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立
つ
書
で
あ
り
な
が
ら
脚
光
を
浴
び
な
か
っ
た
『
作
文
組
立
法
』
(
明
治
二
六
年
刊
)

を
取
り
上
げ
、
大
和
田
に
と
っ
て
最
も
は
や
い
時
期
の
作
文
教
授
論
と
、

そ
こ
に
見

広島文教教育

ら
れ
る
「
短
く
書
く
」
と
い
う
こ
と
へ
の
論
及
(
こ
れ
を
も
っ
て
短
作
文
教
育
の
原

理
に
つ
な
が
る
重
要
な
資
料
と
し
た
い
)
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
る
。
あ
わ
せ
て
、

大
和
田
の
略
歴
及
び
業
績
も
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

大
和
田
建
樹
の
略
歴
友
び
業
績

大
和
田
は
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
年
)
、
伊
予
の
国
(
愛
媛
県
)
生
ま
れ
で
あ

る
。
宇
和
島
藩
士
大
和
田
水
雲
の
長
男
と
し
て
、
そ
の
城
下
で
育
っ
た
。
幼
名
晴
太

郎
。
幼
少
の
頃
よ
り
、
穴
戸
干
健
・
穂
積
重
樹
・
清
家
堅
庭
ら
に
和
歌
・
国
学
・
儒

学
を
学
び
、
丈
才
を
発
揮
し
た
。
慶
応
元
年
(
一
八
六
五
年
)
秋
、
藩
校
明
倫
館
に

入
り
、
漢
学
・
国
学
を
学
ん
だ
。
明
治
七
年
(
一
八
七
四
年
)
秋
上
京
し
た
が
翌
年

帰
郷
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五
年
)
、

一
九
歳
で
英
学
を
志
し
、
広
島
英
語
学
校
に

入
学
、

二
年
後
卒
業
す
る
。
明
治
一
一
年
、
母
死
去
の
た
め
帰
郷
。
そ
の
後
再
び
束

京
に
出
て
国
文
学
を
研
究
し
た
が
、
学
資
が
も
た
ず
、

一
時
雑
誌
「
春
葉
新
誌
」
の

記
者
と
し
て
勤
め
た
。
明
治
二
二
年
(
一
八
八

O
年
)

に
は
交
詞
社
の
書
記
と
な

り
、
社
内
に
寄
寓
し
な
が
ら
、
国
文
学
を
は
じ
め
と
し
て
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、

フ

テ
ン
語
、
哲
学
、
博
物
学
を
独
学
独
習
し
た
。
そ
し
て
三
年
後
に
は
、
東
京
大
学
書

記
と
な
り
、
博
物
場
に
勤
務
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
研
究
が
認
め
ら
れ
、
明
治
一
七
年
二
八
八
四
年
)
に
は
東
京
大
学

丈
科
大
学
古
典
科
講
師
、
翌
年
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
、
さ
ら
に
東
京
女
子
高
等

師
範
学
校
教
授
も
歴
任
し
た
が
、
明
治
二
四
年
二
八
九
一
年
)
突
然
辞
職
し
、
そ

れ
以
来
二
度
と
官
職
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
、
青
山
女
学
院
、
跡
見

女
学
校
、
双
葉
女
学
校
、
立
教
女
学
校
な
ど
の
講
師
と
な
り
、
少
数
の
生
徒
に
自
宅

教
授
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
和
田
は
、
そ
の
中
で
著
述
に
専
念
し

て
い
っ
た
。
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大
和
田
の
功
績
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
特
に
明
治
一
一

0
年
代
後
半
か
ら
国

文
学
の
普
及
に
尽
力
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の
著
作
は
、
作
文
書
を
は
じ
め
と
し

て
、
新
体
詩
、
唱
歌
、
短
歌
、
文
学
史
、
辞
典
な
ど
、

一
五

O
冊
を
超
え
る
。
当
時

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
も
の
も
多
い
。
謡
曲
の
注
釈
書
で
あ
る

J
嗣
曲
通
解
』
八

冊
(
明
治
二
五
年
刊
)
、

J
話
曲
評
釈
L

九
冊
(
明
治
四
二
年
刊
)

は
、
当
時
多
く
利

用
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
は

守
日
本
歌
謡
類
緊
』

『
日
本
大
辞

明
治
三
一
一
年
刊
)
、

典
』
(
明
治
二
九
年
刊
)
、
『
日
本
大
文
学
史
』
(
明
治
三
二
年
刊
)
も
大
き
な
仕
事
で

あ
っ
た
。
少
年
向
け
の
読
み
物
と
し
て
の
『
日
本
歴
史
謹
ι

二
四
編
(
明
治
二
九
l

三
二
年
刊
)
も
多
く
読
ま
れ
、
少
年
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
唱
歌
の
作
詞

も
多
い
が
、
「
汽
笛
一
声
新
橋
を
:
・
」
で
有
名
な
『
地
明
鉄
道
唱
歌
』
五
冊
(
明
治

a
q」
Z
F

三
三
年
五
月
!
一

O
月
刊
)
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
業
績
を
残
し
て
、
大

和
田
は
明
治
四
三
年
(
一
九
一

O
年)、

五
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

以
下
、
大
和
田
の
主
た
る
著
作
を
整
理
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。
ま
と
め
る
に
あ



た
っ
て
は
、
愛
媛
県
立
図
書
館
、
宇
和
島
市
立
図
書
館
に
お
け
る
調
査
を
も
と
に

『
図
説
教
育
人
物
事
典

下
巻
L

を
参
考
に
し
た
。

し
、
野
地
潤
家
氏
編
『
国
語
教
育
史
資
料

第
六
巻
』
、
及
び
唐
津
富
太
郎
氏
編
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『
作
文
組
立
法
』

の
概
要

同
書
は
、
明
治
二
六
年
(
一
八
九
三
年
)

一
一
月
三

O
日
、
博
文
館
よ
り
発
行
さ

れ
た
。
菊
版
(
洋
装
大
版
)
、

一
六
八
頁
、
定
価
一
五
銭
で
あ
っ
た
。
大
和
田
の
書

き
下
ろ
し
に
な
る
「
通
俗
文
学
全
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
一

O
編
に
あ
た
る
も
の
で
あ

る
。
明
治
三
一
年
(
一
八
九
八
年
)

一
O
月
二

O
日
の
時
点
で
九
版
を
重
ね
て
お

り
、
当
時
多
く
読
ま
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
和
田
に
と
っ
て
は
、
最
初
の
国
語
教
育
関
係
書
と
な
る
。
目
次
(
同
書
一

l
一一

頁
)
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第10巻

三五

と
文
章

文
章
と
，思
ヰ目

十

四

広島文教教育

作
文
の
要
領

十

九

四

作
文
の
批
評

)¥ 

十

五

丁

五

作
文
の
貰
修

九
十

九
丁

ノ、

文
題
の
標
準

百

十

丁

七

解
説
丈

百

十

丁

)¥ 

日
記
丈

百
四
十

丁

九

記
f丁
丈

百
四
十
九
丁

十

雑
記
丈

百
五
十
四
丁

十

史
f専
丈

百
五
十
)¥ 

丁

十

三之込
ロ岡

評
丈

百

十

丁

実
際
に
は
、
「
解
説
丈
」
の
前
に
「
書
簡
文
」
の
章
が
差
し
は
さ
ま
れ
て
い
る
が

(
同
書
一
一
一
一
一
一

l
一
二
二
二
盲
目
)
、
「
此
事
は
長
く
し
て
こ
〉
に
蓋
し
難
き
が
故
に
。
別

に
之
を
一
冊
と
負
し
。
本
書
の
第
十
一
巻
と
ふ
す
べ
し
。
こ
、
に
は
暫
く
略
す
。
」

と
割
愛
さ
れ
て
お
り
、
『
童
日
簡
組
立
法
』
(
通
俗
文
学
全
書
第
一

巻

と
し
て
同
じ

年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

主
と
し
て
「
初
撃
の
人
」
(
同
書
七
八
頁
)
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
学
校
現
場

の
指
導
者
を
も
強
く
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
す
る
。
以
下
、
各
章
の

概
要
と
「
短
く
書
く
」
と
い
う
こ
と
に
関
連
す
る
論
及
の
部
分
と
を
列
挙
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。「

言
語
と
文
章
」

同
書
発
行
当
時
は
、
言
文
一
致
運
動
が
勢
い
を
増
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
大
和

丁

田
は
、
寸
一
三
一
口
」
即
ち
「
言
語
」
と
、
「
文
」
即
ち
「
文
章
L

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次

丁

の
よ
う
な
捉
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

111 (8) 

丁

余
は
姦
に
雨
立
の
文
字
を
使
ふ
。
人
或
は
誤
解
し
て
前
に
も
言
へ
る
古
文
と
俗
語

と
の
如
き
差
別
あ
り
と
思
ふ
も
有
ら
ん
。
決
し
て
左
様
の
意
味
に
は
非
ざ
る
事
を

詮
せ
ん
が
痛
め
に
。
其
相
違
の
特
黙
を
左
に
封
照
し
示
さ
ん
と
す
。
以
て
其
一
斑

を
知
る
に
足
る
べ
し
。

(
同
書
四
頁
)

寸

一

'
7
へ

一
Z
1
」

で
は
な
く
「
雨
立
L

と
し
、
大
和
田
自
身
の
立
場
を
明
確
に
す
る
。
ニ
一
日

丈
一
致
運
動
推
進
派
の
急
激
な
変
革
路
線
と
は
距
離
を
お
い
た
と
こ
ろ
の
、
言
わ
ば

言
文
一
致
に
つ
い
て
の
違
う
立
場
か
ら
の
推
進
論
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
「
古
丈
」

の
精
神
は
尊
重
す
る
と
い
う
国
文
学
者
と
し
て
の
立
場
を
貫
こ
う
と
し
て
い
る
。
雅

俗
折
衷
体
支
持
と
も
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
書
へ
の
豊
富
な
「
古
文
」
の
引
用

(、正

3
)

を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

大
和
田
は
、
言
丈
の
相
違
と
し
て
、
「
脚
語
を
異
に
す
る
こ
と
し
「
言
語
に
は
音
便

を
多
く
使
ふ
こ
と
」
「
言

使
ふ
こ
と
」
「
一
言
語
に
は
添
音
を
多
く
使
ふ
こ
と
し
「
言
語
に
は
靴
音
あ
る
こ
と
」



「
一
言
語
に
は
音
調
の
助
を
用
ひ
文
章
に
は
他
の
言
葉
の
助
を
用
ふ
る
こ
と
」
(
同
書
四

ー
一
一
一
頁
)
と
い
う
七
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
結
論
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
に
示
し
た
る
慮
が
言
丈
の
雨
立
せ
る
所
以
ふ
る
を
知
ら
ば
其
異
な
る
は
僅
に

皮
相
の
上
に
止
ま
り
て
。
骨
組
と
な
り
脳
臆
と
な
る
慮
に
至
り
で
は
決
し
て
言
文

の
二
途
あ
ら
ざ
る
事
を
明
に
す
る
を
得
ん
。

(
同
書
二
二
頁
)

大
和
田
の
「
一
言
文
の
雨
立
」
と
い
う
、
作
文
教
授
に
あ
た
っ
て
の
特
に
丈
体
に
関

し
て
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

同:大和田建樹の作文教授観
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「
文
章
と
思
想
」

J

一
言
語
」
と
「
文
章
」
と
の
関
係
が
、
「
思
想
」

の
問
題
か
ら
捉
え
直
さ
れ
て
い

く
文
章
は
言
語
の
結
果
に
し
て
言
語
は
思
想
の
結
果
ふ
り
。
故
に
思
想
と
丈
書
と
離

る
可
か
ら
ざ
る
以
上
は
。
今
人
の
文
章
は
今
人
の
思
想
ふ
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は

明
か
な
り
。
我
書
く
文
章
は
我
持
つ
思
想
ふ
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
ハ
更
に
明
か
な

り
。
然
る
に
世
人
ゃ
、
も
す
れ
ば
古
文
を
讃
み
ふ
れ
た
る
絵
嘆
に
て
。
古
に
は
有

れ
ど
今
は
無
き
事
賓
を
材
料
と
し
て
我
丈
章
を
作
ら
ん
と
し
。
他
人
の
思
想
を
代

表
す
る
如
き
も
あ
る
ハ
怪
し
き
限
な
ら
ず
や
。

「
思
想
」
が
寸
言
語
」
と
な
り
、
さ
ら
に
「
文
章
」
と
な
る
順
序
が
示
さ
れ
、
こ

(
同
書
一
四
l
一
五
頁
)

れ
が
一
体
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
「
源
氏
物
語
」
や
「
伊
勢
物

語
」
な
ど
の
「
思
想
」
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
に
そ
の
文
体
だ
け
を
模
倣
し
た

「
文
章
し
が
氾
濫
し
て
い
る
状
況
を
嘆
い
て
い
る
。
当
然
そ
れ
は
、
作
文
の
指
導
者

に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る
。
「
此
種
の
丈
は
美
文
に
属
す
る
も
の
ふ
れ
ば
。
先
づ
並
目

通
近
易
の
丈
体
を
卒
業
し
て
後
に
漸
を
以
て
進
む
こ
そ
順
序
な
る
に
。
」
(
同
書
一
八

頁
)
と
、
書
く
人
の
発
達
段
階
に
即
し
た
文
体
の
奨
励
を
強
調
し
て
い
る
。
た
だ
、

こ
の
段
階
は
ま
だ
総
論
の
域
で
あ
り
、
作
例
が
な
い
た
め
、
具
体
性
を
も
っ
た
説
得

力
が
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

次
の
一
節
は
、
大
和
田
の
「
言
文
両
立
し
の
立
場
を
一
一
層
明
確
に
す
る
も
の
で
あ

ろ、っ。呉
々
も
反
省
し
て
地
位
未
だ
そ
こ
に
至
ら
ざ
る
御
姫
様
的
の
仮
装
を
作
ら
ん
よ
り

も
。
先
づ
身
分
相
磨
の
裸
掛
仕
事
よ
り
始
め
。
日
常
来
客
の
給
仕
接
待
よ
り
始
め

ん
事
を
心
掛
け
ざ
る
可
か
ら
ず
此
棒
掛
的
の
日
用
丈
す
で
に
熟
せ
ば
遂
に
進
ん
で

御
姫
様
的
の
美
文
を
皐
ば
ん
も
可
ふ
り
。
女
櫨
式
的
の
装
飾
文
を
作
ら
ん
も
可
な

り
。
余
は
此
順
序
を
崎
将
倒
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
執
一
心
に
希
望
す
る
ふ
り
。(
同
書
一
九
頁
)
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一
足
飛
び
に
「
美
文
」
寸
装
飾
文
」
を
手
が
け
る
の
で
は
な
く
、
寸
日
用
文
」
即
ち

通
俗
文
に
熟
達
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
決
し
て
「
美
文
L

「装

飾
文
し
が
い
け
な
い
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
思
想
」
の
問
題
と
し

て
一
三
一
口
う
な
ら
ば
、
大
和
田
は
古
文
の
底
流
に
あ
る
「
思
想
」
の
方
が
「
日
用
丈
」
に

お
け
る
「
思
想
」
の
方
よ
り
高
尚
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

3 

「
作
文
の
要
領
」

こ
こ
か
ら
各
論
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
本
章
は
同
書
中
頁
数
が
格
段
に

多
く
、
大
和
田
の
力
の
入
れ
よ
う
の
大
き
さ
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
文
の

要
領
と
は
、
以
下
の
七
点
で
あ
る
。

一
点
目
は
、

J
文
字
の
用
法
」
(
同
書
一
一
一

l
一一一一一頁)

で
あ
る
。
仮
名
遣
い
を
誤

ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
漢
字
の
字
形
と
用
い
方
を
正
し
く
す
る
こ
と
が
、
そ

の
要
点
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。



一
一
点
目
は
、
「
一
言
葉
の
用
法
」
(
同
書
三
二
l
三
五
頁
)

-
転
語
・
死
語
に
分
け
、
作
文
の
場
合
は
、
生
語
の
う
ち
の
文
語

で
あ
る
。
三
早
業
を
、
生
語

(
言
語
・
文
語
)

を
主
と
し
、
転
語
は
現
在
の
用
法
で
の
み
使
う
こ
と
が
促
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え

説
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
。

は
、
大
和
田
が
構
想
し
た
「
言
丈
両
立
」
の
立
場
に
つ
い
て
の
違
う
側
面
か
ら
の
補

三
点
目
は
、
「
文
法
の
懸
用
」
(
同
書
三
六
!
五
八
頁
)

で
あ
る
。
動
詞
・
助
動

詞
・
形
容
詞
の
活
用
の
法
則
、
及
び
係
り
結
び
の
法
則
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
。
書
き
手
は
、
読

四
点
目
は
、
「
口
調
の
判
断
L

(

同
書
五
八
l
六
三
頁
)

み
手
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
表
現
(
語
句
の
配
置
)

第10巻

と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

五
点
目
は
、
「
事
賓
の
取
捨
」
(
同
書
六
三
l
七
O
頁
)
で
あ
る
よ
う
心
が
け
る
べ
き
こ

捨
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
記
(
「
記
行
の
文
」
)
を
書
く
場
合
を
例
に
し
て
、
し
た

で
あ
る
。
書
く
材
料
の
取

広島文教教育

こ
と
や
見
た
こ
と
な
ど
を
く
ど
く
ど
と
全
部
書
く
の
で
は
な
く
、
目
的
に
応
じ
て
必

要
な
こ
と
を
選
ん
で
書
く
こ
と
の
大
切
さ
が
説
か
れ
て
い
る
。
大
和
田
自
身
の
作
例

が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

と
と
も
に
、
本
居
宣
長
の
「
菅
笠
日
記
」
の
例
、
っ
源
氏
物
語
(
夕
顔
の
巻
)
」
の
例

六
点
目
は
、
「
事
賓
の
詳
略
」
(
同
書
七
O
l
七
二
頁
)

を
例
に
し
て
、
丈
章
中
に
繰
り
返
し
使
う
部
分
の
、
取
り
上
げ
る
位
置
と
略
し
方
に

で
あ
る
o

「
熊
野
(
話
)
」

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

七
点
目
は
、
「
事
賓
の
裁
断
し
(
同
書
七
二
l
七
五
頁
)

で
あ
る
。
例
え
ば
、

-J寸じ
r
Iニニロ

を
書
く
場
合
に
、
時
に
は
午
前
の
こ
と
は
省
略
し
て
午
後
の
こ
と
か
ら
書
き
始
め
る

物
語
(
榊
の
巻
・
浮
標
の
巻
)
」
の
例
が
引
か
れ
て
い
る
。

よ
う
に
、
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
を
書
く
こ
と
の
効
果
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
源
氏

最
初
の
四
点
は
、
主
と
し
て
語
句
あ
る
い
は
文
の
表
記
に
関
す
る
要
領
で
あ
る
。

後
の
三
点
は
、
主
と
し
て
丈
章
の
構
成
に
関
す
る
要
領
で
あ
る
。

逆
に
、
戒
め
る
こ
と
と
し
て
、
以
下
の
五
点
が
挙
げ
て
あ
る
。

一
点
目
は
、
そ
れ

ま
で
に
述
べ
ら
れ
た
七
つ
の
要
領
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
当
然
の
如
く
再
び

詳
説
さ
れ
て
は
い
な
い
。

二
点
目
は
、
寸
見
る
べ
く
し
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
詞
を
使
ふ
こ
と
」
(
同
書
七
六
l

七
七
頁
)

で
あ
る
。
例
え
ば
、
関
係
を
係
関
と
表
す
よ
う
に
、
漢
語
の
誤
用
を
し
な

い
よ
う
に
、
と
の
意
味
で
あ
る
。

三
点
目
は
、
「
長
句
請
の
文
句
を
用
ふ
る
事
L

(

同
書
七
七
l
八
一
一
頁
)

で
あ
る
。

一
丈
が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
注
意
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
短
句
護
法
」
即
ち
短
丈
表
現
(
一
文
の
長
さ
を
可
能
な
限
り
短
く
す
る
こ
と
)
の

奨
励
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
土
佐
日
記
」
「
竹
取
物
語
」
か
ら
の
例
一
不
も
な
さ
れ
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て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
寸
四

考
察
」
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ

と
に
す
る
。

四
点
目
は
、
「
歌
詞
め
き
た
る
口
調
を
用
ふ
る
事
」
(
同
書
八
二

l
八
三
頁
)
で
あ

る
。
「
源
平
盛
衰
記
」
「
平
家
物
語
」
「
太
平
記
」
寸
浄
瑠
璃
L

「
八
犬
停
」

の
よ
う
な

七
五
調
の
形
式
で
書
か
な
い
よ
う
に
、
と
の
意
味
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
和
田
は
、
以
上
の
四
点
の
他
に
特
別
に
言
い
お
く
こ
と
が
あ
る
と
し

て
、
「
丈
章
は
出
来
る
丈
簡
潔
に
て
意
味
に
不
足
な
き
を
尊
ぶ
」
(
同
書
八
一
-
一
!
八
五

頁
)
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
丈
を
必
要
以
上
に
飾
り
立
て
る
よ
う
な
こ
と
を

し
な
い
、
と
の
警
鐘
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
後
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

4 

「
作
文
の
批
評
」

大
和
田
は
こ
こ
で
、
作
文
を
複
数
の
学
習
者
に
よ
っ
て
批
評
し
合
う
こ
と
の
価
値

を
述
べ
て
い
る
。
今
日
の
い
わ
ゆ
る
共
同
批
正
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
等
教
育
あ



る
い
は
高
等
教
育
に
お
け
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
尤
も
稽
古
に

な
る
も
の
な
れ
ば
。

つ
と
め
て
之
を
矯
す
べ
し
。
」
(
同
書
八
五
頁
)
と
、
そ
の
よ
さ

を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
余
は
嘗
て
初
向
晶
子
の
生
徒
に
課
し
。
『
烏
と
花
』
と
い
ふ
題
に
て
。
黒
板
一

枚
に
書
か
る
〉
丈
の
極
め
て
短
き
丈
章
を
作
ら
せ
。
互
に
批
評
し
合
は
せ
て
好
結
果

を
得
た
る
事
あ
り
。
」
(
同
童
日
八
五
百
円
)
と
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

当
時
の
作
文
教
授
に
お
い
て
は
、
教
師
に
よ
る
上
意
下
達
式
の
批
評
が
当
然
の
如
く

行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
生
徒
同
士
で
批
評
し
合
う
と
い
う
方
式

を
取
り
入
れ
た
大
和
田
の
先
見
は
、
特
筆
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

岡:大和田建樹の作文教授観

黒
板
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
作
文
の
丈
字
数
の
面
か
ら
推
測
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
短
作
文
の
範
障
に
属
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
大
和
田
は
、
そ
の
よ
う

な
批
評
の
例
を
五
つ
挙
げ
、
続
い
て
、
古
文
(
「
十
六
夜
日
記
」
「
紫
式
部
日
記
」
)

を
用
い
、
同
様
な
形
で
、
学
ぶ
べ
き
点
、
学
ば
ざ
る
べ
き
点
を
見
出
す
学
習
を
想
定

し
て
書
き
示
し
て
い
る
。

5 

「
作
文
の
賓
修
」

先
程
の
「
作
文
の
要
領
」
と
関
わ
っ
て
、
こ
の
章
で
は
さ
ら
に
詳
し
い
注
意
が
与

え
ら
れ
る
。
五
点
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
後
に
な
る
に
つ
れ
て
よ
り
細
か
い
内
容
と

な
っ
て
い
く
。

一
点
目
は
、
「
主
貼
と
直
域
と
を
定
む
べ
し
」
(
同
書
一

0
0
1
一
O
二
頁
)
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
作
文
の
中
で
最
も
力
を
入
れ
て
述
べ
た
い
箇
所
(
主
題
あ
る
い
は

要
点
に
つ
な
が
る
部
分
で
あ
る
)
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
材
料
と
し
て

ど
の
よ
う
な
事
実
を
網
羅
す
る
と
い
う
区
域
の
制
限
が
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

二
点
目
は
、
「
順
序
を
工
夫
す
べ
し
」
(
同
書
一

O
一一

i
一
O
七
頁
)
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
書
く
時
は
、
読
み
手
が
注
意
を
引
か
れ
る
こ
と
が
ら
を
先
に
並
べ
る
よ
う

に
、
と
の
意
味
で
あ
る
。
大
和
田
は
、
「
景
色
」
「
鶏
」
と
い
う
題
の
場
合
の
、
こ
と

が
ら
の
順
序
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
し
、
続
い
て
、
「
方
丈
記
」
に
見
ら

れ
る
こ
と
が
ら
の
順
序
の
工
夫
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
「
段
落
を
考
ふ
べ
し
L

(

同
書
一

O
七
l

一
一
一
百
ハ
)
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
本
居
宣
長
及
び
「
徒
扶

I
F
の
文
章
を
例
に
、
論
理
の
展
開
に
即
し
た
段
落

構
成
の
手
本
が
一
不
さ
れ
る
。

四
点
目
は
、
「
用
語
の
程
度
を
定
む
べ
し
し
(
同
書

一
五
頁
)

と
い
、
っ

こ
と
で
あ
る
。
読
者
が
誰
に
な
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
用
語
を
厳
格
に
す
べ
き
か
平

易
に
す
べ
き
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
相
手
に
理
会
さ
せ
る
文
章

-108 (ll)ー

な
の
か
、
相
手
を
感
動
さ
せ
る
文
章
な
の
か
に
よ
っ
て
も
、
同
様
に
す
べ
き
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

五
点
目
は
、
「
護
端
の
調
と
結
尾
の
詞
と
を
練
る
べ
き
事
」
(
同
書
一

一
五
!
一
一
一

O
頁
)

で
あ
る
。
作
文
の
材
料
が
す
べ
て
整
っ
た
ら
、
書
き
出
し
と
結
尾
の
表
現
を

工
夫
せ
よ
、
と
の
意
味
で
あ
る
。
紀
行
文
の
場
合
の
作
例
(
大
和
田
自
身
の
手
に
よ

る
も
の
)
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
寸
竹
取
物
語
」
を
は
じ
め
と
す
る
六
つ
の

古
文
に
お
け
る
発
端
と
結
尾
と
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

6 

「
文
題
の
標
準
」

最
初
に
、
「
初
撃
の
人
の
作
文
は
材
料
に
苦
し
む
ま
じ
き
も
の
を
以
て
題
と
す
べ

し
」
「
我
身
に
疎
遠
ふ
る
若
く
は
我
身
に
材
料
な
き
文
題
を
避
く
べ
き
事
こ
れ
な

り
。
」
(
同
童
三
一
一

O
頁
)

と
、
要
点
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
で
、
初
学

の
人
の
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
文
題
(
課
題
)

の
例
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ



い
て
の
お
お
ま
か
な
構
成
上
の
留
意
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
一

O 
例

に
も
上
る
。

大
和
田
が
例
示
し
た
文
題
に
従
っ
て
実
作
す
る
場
合
の
注
意
点
が
補
足
さ
れ
て
い

る
。
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

但
し
此
題
の
内
あ
る
ひ
は
長
文
に
流
れ
や
す
き
も
あ
り
。
短
文
に
な
り
や
す
き
も

あ
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
。
作
文
は
短
く
簡
潔
に
ま
と
む
る
事
を
肝
要
と
す
。
先
づ

大
凡
十
行
二
十
字
の
半
紙
罫
に
て
一
枚
よ
り
一
一
枚
ま
で
を
定
則
と
す
べ
し
。
材
料

も
そ
れ
に
感
じ
て
取
捨
す
べ
き
ふ
り
。
而
し
て
是
等
の
題
す
で
に
護
者
を
満
足
せ

し
む
る
に
至
ら
ば
。
美
丈
も
作
る
べ
し
装
飾
文
も
作
る
べ
し
。
其
時
こ
そ
作
文
組

第10巻

立
法
も
本
棚
の
う
し
ろ
に
小
さ
く
矯
り
て
隠
居
す
べ
き
の
み
。

(
同
書
一
三
二
頁
)

広島文教教育

美
文
や
装
飾
文
は
二
の
次
で
あ
っ
て
、
作
文
は
短
く
簡
潔
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
字

数
と
し
て
は
二
百
字
か
ら
四
百
字
の
聞
が
適
当
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
範
囲
で
材
料
を

取
捨
選
択
し
て
い
く
べ
き
こ
と
が
提
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

7 

「
解
説
文
」

こ
こ
の
章
は
、
文
の
種
類
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
扱
う
の
か
と
い
う
こ

と
、
書
く
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
、
参
考
丈
例
(
大
森
欽
、
貝
原
益
軒
、
伊
藤
東
涯

の
も
の
)
に
つ
い
て
の
お
お
ま
か
な
解
説
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
書
く
に
あ
た
っ
て
の
注
意
を
引
用
す
る
。

其

思
想
も
っ
と
も
明
亮
ふ
る
べ
し
。

主

材
料
ふ
る
た
け
車
純
な
る
べ
し
。

其

趣
味
的
の
文
字
を
比
較
的
徐
計
に
加
へ
て
感
情
に
訴
へ
し
む
べ
か
ら
ず
。

其
四

装
飾
上
の
形
容
語
比
職
語
な
ど
は
悉
皆
禁
止
す
べ
し
。

宜
(
五

用
語
は
最
も
通
俗
に
て
簡
易
な
る
を
よ
し
と
す
。(同
書
一
一
二
三

l
一
三
四
百
九
)

作
文
の
指
導
の
一

つ
一
つ
の
過
程
に
即
し
て
そ
れ
ら
の
こ
と
を
整
理
す
る
な
ら

ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
作
文
の
取
材
・
構
想
と
い
う
面
に
関
わ
っ
て

lま

思
想
を
明
売
に
す
る
こ
と

-
感
情
を
お
さ
え
る
こ
と

材
料
を
精
選
す
る
こ
と

が
、
そ
し
て
、
作
文
の
叙
述
と
い
う
面
に
関
わ
っ
て
は

簡
易
な
用
語
に
す
る
こ
と

趣
味
的
文
字
を
排
す
る
こ
と

107 (12)~ 

装
飾
語
を
避
け
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。

8 

「
日
記
文
」

大
和
田
は
、
初
学
の
人
が
作
文
を
練
習
す
る
に
は
、

日
記
を
書
く
こ
と
が
最
も
よ

い
と
説
い
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
、
書
く
に
あ
た
っ
て

の
注
意
点
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
。
そ
の
要
点
は
解
説
文
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る

が
、
趣
味
的
文
字
が
や
や
増
え
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
の
日
記
の
例
と
と
も
に
、
本
居
宣
長
が
そ
れ
を
厳
し
く
評
し

て
い
る
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
官
一
長
は
例
え
ば
、
「
か
の
物
語
文
ふ
ど
の
風
を

ま
ね
び
た
る
は
。
か
へ
す
外
¥
っ
た
ふ
き
初
撃
の
わ
ざ
に
な
ん
。
雅
詞
を
も
て
書
き

た
る
が
。
か
へ
り
て
は
妨
と
ふ
り
て
。
木
に
竹
を
つ
ぎ
た
ら
ん
が
如
き
事
も
あ
る
べ

し
。
」
(
同
書
一
四
八
頁
)

と
い
っ
た
調
子
で
批
評
し
て
い
る
。
大
和
田
は
、
初
学
の



人
へ
の
戒
め
と
し
て
、
宣
長
の
そ
う
し
た
姿
勢
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
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9 

「
記
行
文
」

こ
の
場
合
、
書
く
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
と
し
て
、
次
の
七
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

其

思
想
明
亮
に
感
情
簡
潔
ふ
る
べ
し
。

宜
(

材
料
は
其
目
的
に
随
ひ
て
豊
富
ふ
ら
ん
を
要
す
。
た
と
へ
ば
風
景
を
探
る

に
は
山
水
木
石
の
道
具
立
を
要
し
。
童
日
生
の
禰
次
喜
多
旅
行
に
は
失
策
話
を

主
と
す
る
の
類
。

其

趣
味
的
の
文
字
も
よ
ろ
し
滑
稽
を
交
ふ
る
も
あ
し
か
ら
ず
。

其
四

あ
ま
り
議
論
考
詮
ふ
ど
を
長
た
ら
し
く
交
ふ
べ
か
ら
ず
。

廿
共
五

名
所
古
跡
の
来
歴
詩
歌
ふ
ど
を
志
っ
こ
き
ほ
ど
載
す
る
は
う
る
さ
し
。

笠
公
ハ

出
立
。
休
息
。
食
事
。
着
宿
ふ
ど
を
毎
日
々
々
同
じ
ゃ
う
に
記
す
る
は
う

ス
山
町
判

C
1レ
0

其
七

用
語
は
通
俗
な
ら
ん
事
勿
論
ふ
れ
ど
も
。
時
と
し
て
は
梢
や
高
尚
に
時
と

し
て
は
方
言
な
ど
言
語
の
ま
、
を
記
す
こ
と
も
あ
る
べ
し
。

(
同
書
一
四
九
l
一
五

O
頁
)

一
点
目
、

五
点
目
、
六
点
目
が
、
短
く
書
く
と
い
う
こ
と
に
関
わ
る
こ

λ
1
0
 

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
の
解
説
文
、
記
行
丈
の
要
領
と
共
通
す
る
部
分
で
あ
ろ

四
点
目
、

例
文
と
し
て
は
、
橘
南
籍
、
本
居
宣
長
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

10 

「
雑
記
文
」

大
和
田
は
、
雑
記
文
を
、
正
式
な
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
い
が
、
事
物
を
記
し
て
お
く

文
章
で
あ
る
と
し
、
物
語
の
類
も
含
む
と
し
て
い
る
。
「
さ
れ
ば
日
記
と
記
行
と
の

要
黙
を
折
衷
し
て
心
得
な
ば
誤
ふ
か
る
べ
し
。
」
(
同
書
一
五
五
頁
)
と
の
注
意
点
が

短
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
文
と
し
て
は
、
新
井
白
石
、
柳
津
浜
園
の
も
の
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

11 

「
史
健
文
」

書
く
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
と
し
て
は
、
以
下
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

立
(

感
情
を
以
て
先
と
す
べ
か
ら
ず
事
賓
を
以
て
先
と
す
べ
し
。

其

材
料
の
豊
富
ふ
る
は
よ
け
れ
ど
。
複
雑
に
流
れ
ん
事
を
防
ぐ
ベ
し
。

主(一

趣
味
的
の
文
字
は
よ
け
れ
ど
。
小
説
め
か
ぬ
や
う
に
注
意
す
べ
し
。

其
四

巌
正
に
尊
ぴ
て
浮
薄
の
筆
づ
か
ひ
を
戒
む
べ
し
。

宜
〈
五

用
語
は
通
俗
の
内
に
も
品
格
を
帯
び
優
美
快
活
な
る
慮
を
適
度
に
備
へ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。

(
同
書
一
五
八
頁
)

そ
し
て
、
す
ぐ
に
文
例
が
掲
げ
ら
れ
、
北
畠
親
房
、
山
崎
北
蜂
の
文
章
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。12 

「
論
評
文
」

大
和
田
は
、
論
一
評
丈
は
論
説
と
批
評
の
文
章
で
あ
る
と
定
義
し
た
上
で
、
書
く
に

あ
た
っ
て
の
注
意
点
を
、
六
点
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
く
。

其

思
想
明
亮
に
し
て
論
理
評
貼
の
あ
る
慮
終
止
貫
徹
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

主
(

我
箕
理
を
認
め
た
る
庭
を
熟
心
に
主
張
す
る
を
以
て
精
神
と
し
。

い
さ
、

か
も
他
の
短
所
を
護
見
せ
ん
と
い
ふ
如
き
卑
劣
手
段
に
筆
鋒
を
向
く
べ
か
ら

ず。

其

字
々
句
々
巌
正
を
{
寸
り
人
を
茶
か
す
ゃ
う
の
語
気
あ
る
べ
か
ら
ず
。

-106 (13) 



其
四

攻
撃
の
筆
鋒
鋭
利
に
過
ぐ
る
時
は
謂
は
ゆ
る
回
護
筆
を
用
ひ
て
和
議
を
失

は
ざ
ら
ん
と
つ
と
む
べ
し
。

主
パ
五

滑
稽
も
時
と
し
て
は
用
ふ
べ
し
。
唯
罵
旦
E

回
議
詩
は
禁
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

主
パ
六

用
語
も
と
よ
り
通
俗
を
主
と
す
。
然
れ
ど
も
絵
り
む
き
だ
し
な
る
書
方
に

て
は
感
情
に
訴
ふ
る
事
か
た
し
。
熱
心
と
親
切
と
誠
賓
と
の
三
つ
は
語
気
の

上
に
も
之
を
失
ふ
べ
か
ら
ず
。

同
書
一
六
一
一

l
一
六
三
頁
)

こ
の
後
、
特
に
補
足
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
す
ぐ
に
文
例
が
一
不
さ
れ
る
。
新
井
白

石
の
も
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

最
終
頁
に
は
、
こ
の
書
全
体
の
あ
と
が
き
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
一
節
が

第10巻

見
ら
れ
る
o

「
請
者
請
ふ
此
書
の
順
序
に
よ
り
て
作
文
の
賓
修
を
積
ま
ば
。
記
事
文

よ
り
論
文
に
至
る
ま
で
。
未
だ
其
妙
と
い
ふ
貼
に
は
達
せ
ず
と
も
。
す
ら
す
ら
と
書

広島文教教育

き
得
る
だ
け
の
力
に
は
進
む
べ
き
な
り
。
上
手
に
ふ
る
は
そ
れ
か
ら
の
後
の
事
ふ
る

ぞ
。
勉
強
す
べ
し
稽
古
を
重
ね
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
L

(

同
書
一
六
七
頁
)
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
書
き
慣
れ
る
こ
と
、
多
作
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。四

考
察

こ
こ
で
は
、
藤
原
氏
の
理
論
と
の
重
な
り
を
検
討
し
つ
つ
、
短
作
文
教
育
の
原
理

に
つ
な
が
る
も
の
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

書
き
こ
と
ば
と
話
し
こ
と
ば
と
の
統
合
と
い
う
点
に
関
わ
っ
て

藤
原
氏
は
、
『
こ
れ
か
ら
の
国
語
』
に
お
い
て
、
「
国
民
一
般
の
書
き
こ
と
ば
と
し

て
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
話
し
こ
と
ば
の
世
界
に
密
着
し
た
も
の
で
、
わ
か
り
や
す

く
読
み
や
す
く
、
書
い
て
書
き
や
す
い
口
語
文
で
あ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
」
(
同

書
九
一
頁
)

と
主
張
さ
れ
た
。
人
間
に
と
っ
て
、
言
語
表
現
、
即
ち
書
く
こ
と
・
話

す
こ
と
は
自
然
の
営
み
で
あ
り
、
教
師
は
そ
の
自
然
の
営
み
を
あ
や
ま
ち
な
く
引
き

出
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

大
和
田
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
言
文
両
立
の
主
張
を
し
て
お
り
、
そ
の
点
の
共
通

部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
は
方
言
学
者
、
も
う
一
方
は
国
文
学
者
と
い
う
立
場
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
国
語
そ
の
も
の
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
を
営
ん
で
い
る
人
そ
の
も
の
を

凝
視
し
た
と
き
に
、
同
様
な
考
え
に
た
ど
り
つ
か
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
奇
遇
な
こ

と
で
は
な
い
。
書
き
こ
と
ば
と
い
う
も
の
と
話
し
こ
と
ば
と
い
う
も
の
を
統
合
的
に

捉
え
る
、
換
言
す
れ
ば
書
き
こ
と
ば
と
話
し
こ
と
ば
と
を
同
根
の
も
の
と
し
て
捉
え

(注
4
)

る
と
い
っ
た
共
通
な
国
語
観
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

105 (14)-

作
文
と
い
う
も
の
も
、
話
す
こ
と
に
寄
り
添
う
形
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
な
れ
ば
、

一
般
的
な
話
し
こ
と
ば
が

そ
の
教
育
の
原
理
の
一
つ
と
し
て
、

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
短
い
形
を
尊
重
し
な
が
ら
、
丈
体
の
面
で
の
自
由
性
を
保
証

し
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
さ
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
抽
出
さ
れ
る
と
考
え
る
。

2 

短
文
表
現
の
奨
励
と
い
う
点
に
関
わ
っ
て

藤
原
氏
は
、
『
毎
日
の
国
語
教
育
』

の
中
で
、
「
思
考
の
明
確
化
と
短
文
表
現
法
」

(
同
書
五
八
頁
)
を
重
視
す
る
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
い
く
た

め
に
、
例
え
ば
、
終
止
法
と
し
て
断
定
の
表
現
法
が
望
ま
し
い
こ
と
、
修
飾
語
を
最

低
限
度
に
抑
え
る
こ
と
が
指
導
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
大
和
田
は
、
「
作
文
の
要
領
L

中
に
お
い
て
、
戒
め
る
こ

と
と
し
て
五
点
を
挙
げ
た
。
そ
の
中
の
三
点
目
と
五
点
目
に
、
短
丈
表
現
の
奨
励
に

関
わ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
書
く
に
あ
た
っ
て
、
「
長
句
謹
の
文
句
L

を
用



い
な
い
こ
と
、
「
文
章
は
出
来
る
丈
簡
潔
に
」
し
て
い
く
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
た
。

主
張
の
内
容
は
、
両
者
と
も
大
筋
で
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
指
導
事
項
が

生
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
藤
原
氏
の
場
合
、
「
思
考
の
明
確
化
」
が
、
大
和
田
の
場

合
、
寸
思
想
明
亮
」
(
『
作
文
組
立
法
』

一
四
九
頁
他
)
と
い
う
こ
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ

企
図
さ
れ
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、

さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
こ
ん
で
考
え
る
な
ら
ば
、

短
く
、
短
く
と
指
向
し
て
い
く
こ
と
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
直
観
力
を
明
確
に

把
持
し
て
い
く
こ
と

(
対
象
の
把
握
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
く
こ
と

で
ふ
め
ろ
、
っ
。

岡:大和田建樹の作文教授観

従
っ
て
、
こ
の
直
観
力
を
福
養
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
短
作
文
教
育
の
も
う
一
つ
の

(注
-
3
)

原
理
と
し
て
認
め
た
い
。
あ
く
ま
で
も
、
先
述
の
こ
と
を
包
み
こ
ん
だ
意
味
に
お
い

て
の
こ
と
で
あ
る
。

主

(
1
)

大
内
氏
は
、
そ
の
発
表
の
中
で
、
主
と
し
て
一
九
九

0
年
代
の
短
作
文
の
授
業
手
つ
く
り

に
関
す
る
業
績
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
「
要
す
る
に
、
(
中
略
)
『
短
作
文
』

と
「
練
習
作
文
』
と
を
音
笠
岡
的
に
区
別
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
な
い
の
で
あ
る
。
や

は
り
、
藤
原
与
一
の
『
短
作
文
教
育
』
の
発
想
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
み
る
べ
き
で
あ

る
。
藤
原
が
『
短
作
文
教
育
』
を
提
唱
し
た
の
は
、
『
作
文
教
育
』
を
『
書
く
生
活
の
教

育
』
と
広
く
捉
え
て
、
『
類
作
文
』
を
も
従
来
の
『
長
作
文
』
な
ど
と
同
一
次
元
で
位
置

づ
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
原
は
、
『
短
作
文
』
そ
れ
自
体
を
、
日
常
の
言
語
生

活
の
中
で
独
立
し
た
位
置
を
占
め
て
い
る
文
章
と
見
倣
し
て
い
る
。
『
短
作
文
』
を
従
来

の
『
長
作
文
』
の
下
準
備
的
な
も
の
、
従
属
的
な
も
の
と
は
少
し
も
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
藤
原
の
こ
う
し
た
発
想
に
立
ち
返
っ
て
、
『
短
作
文
』
指
導
を
『
作
文
の
基

礎
力
』
を
育
成
す
る
『
練
習
学
習
』
と
混
同
し
て
し
ま
う
よ
う
な
弊
害
を
断
ち
切
っ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
」
(
同
発
表
資
料
)
と
注
意
を
促
し
、
出
発
点
で
あ
る
藤
原
氏
の
理
論
を

尊
重
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
D

大
内
氏
が
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
(
教
育
現
場
に

お
け
る
先
の
よ
う
な
混
同
)
を
考
え
る
時
、
短
作
文
教
育
の
理
論
面
の
研
究
の
よ
り
一
層

の
深
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

/ 

(2)

す
で
に
大
西
氏
は
、
『
短
作
文
指
導
の
方
法
作
文
の
基
礎
力
の
完
成
』
に
お
い
て
、

短
作
文
指
導
の
史
的
系
譜
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
「
短
作
文
指
導
の
実
践
は
、
今
日
、
に

わ
か
に
行
わ
れ
始
め
た
こ
と
で
は
な
い
c

わ
が
国
の
近
代
作
文
教
育
史
を
ひ
も
と
く
と
、

す
で
に
、
明
治
初
期
に
そ
の
淵
源
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
L

(

同
書
一
四
頁
)
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
初
等
作
文
教
育
を
中
心
に
見
た
場
合
、
例
え
ば
明
治
期
で
は
、
『
小
学
作
文

軌
範
』
(
金
子
尚
政
・
高
橋
敬
十
郎
、
明
治
九
年
刊
)
、
『
改
正
教
授
術
』
(
若
林
虎
三
郎
・

白
井
毅
、
明
治
一
六
年
刊
)
、
『
実
用
教
育
学
及
教
授
法
』
(
谷
本
富
、
明
治
二
八
年
刊
)
、

『
作
文
教
授
法
』
(
上
国
高
年
、
明
治
二
八
年
刊
)
、
品
斬
新
教
授
法
』
(
樋
口
勘
次
郎
、
明

治
三
二
年
刊
)
の
一
節
が
紹
介
さ
れ
、
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
同
書
は
、
こ
、
つ
し

た
系
譜
を
詳
述
す
る
こ
と
が
主
旨
で
は
な
い
た
め
、
大
和
田
の
著
作
へ
は
言
及
が
な
い
。

(3)

当
時
の
文
体
の
問
題
に
関
す
る
経
緯
の
説
明
は
、
滑
川
氏
の
『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史

-
明
治
篇
』
に
詳
し
い
。
大
和
田
の
文
体
に
対
し
て
の
主
義
主
張
に
つ
い
て
は
、
「
通
俗

体
」
を
支
持
す
る
立
場
で
あ
っ
た
と
し
て
、
コ
」
こ
で
い
う
通
俗
体
と
は
、
言
文
一
致
体

で
は
な
い
。
和
文
体
系
の
発
展
し
た
文
体
を
音
山
味
し
て
い
る
。
古
代
の
和
文
体
で
な
く
、

近
世
の
本
居
宣
長
、
藤
井
高
尚
な
ど
の
文
章
体
を
意
味
し
、
い
ま
の
国
文
の
純
粋
の
文
体

と
信
じ
て
い
る
G

和
文
体
と
通
俗
文
体
は
、
前
身
と
後
身
の
差
で
、
こ
れ
を
統
合
統
一
さ

せ
る
の
は
『
青
年
諸
子
の
双
肩
に
か
か
れ
り
』
と
し
て
い
る
c

こ
れ
を
も
っ
て
し
で
も
、

和
文
体
の
現
代
化
さ
れ
た
形
を
、
日
本
の
文
体
と
し
て
望
ま
し
い
と
信
じ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
c

多
く
の
国
文
学
者
系
譜
の
人
た
ち
は
、
そ
の
考
え
か
た
に
近
か
っ
た
。
」
(
同
書
二

O
三
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
c

滑
川
氏
の
こ
の
指
摘
は
、
大
和
田
の
『
作
文
宝
典
』

(
明
治
三

O
年
)
中
の
記
述
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
『
作
文
組

立
法
』
(
明
治
二
六
年
)
に
お
い
て
も
、
当
然
の
如
く
同
様
な
立
場
か
ら
の
論
及
が
多
く

見
ら
れ
る
c

(
4
)

『
作
文
組
立
法
』
の
「
文
章
と
思
想
」
の
章
で
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
「
思
想
」
が

「
言
語
」
ー
と
な
り
、
さ
ら
に
「
文
章
」
と
な
る
と
い
う
考
え
も
、
大
和
出
の
根
本
的
な
国

語
観
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
「
書
き
こ
と
ば
と
話
し
こ
と
ば
と
の
統
合
」

と
い
う
考
え
の
基
盤
を
な
す
も
の
に
あ
た
る
と
捉
え
る
。
藤
原
氏
は
、
「
思
想
」
と
い
う

用
語
そ
の
も
の
は
使
わ
れ
な
い
も
の
の
、
「
思
考
力
の
育
成
」
と
い
う
こ
と
を
言
語
表
現

教
育
の
基
本
目
標
と
さ
れ
た
こ
と
、
思
考
即
表
現
と
さ
れ
た
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
な

ら
ば
、
大
和
田
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

(
5
)

次
の
こ
と
に
関
連
が
深
い
と
考
え
る
。
藤
原
氏
は
、
思
考
力
と
い
う
も
の
を
、
七
つ
の

要
素
に
分
析
し
て
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
筆
頭
が
、
「
感
知
す
る
力
」
で
あ
り
、
そ
の
説
明

と
し
て
、
「
さ
き
に
、
『
感
じ
る
・
見
る
』
か
ら
、
『
考
え
る
』
が
始
ま
る
と
申
し
ま
し
た
c

『
思
考
力
の
も
と
』
と
し
て
、
ま
ず
感
知
力
を
あ
げ
ま
す
。
感
知
す
る
力
を
、
見
て
驚
く
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力
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
感
受
力
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
O
L

(
『
理
の
国
語
教
育
と
情
の
国
語
教
育
』
一

O
六
頁
)
と
、
特
別
に
一
節
が
付
加
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
寸
感
知
す
る
力
」
の
後
に
、
「
分
析
す
る
力
」
「
比
較
す
る
力
」
「
統
合
す
る

力
」
と
続
い
て
い
る
(
論
理
的
思
考
力
の
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く
)
が
ゆ
え
に
、
ま
さ
に

「
感
知
す
る
力
」
は
「
思
考
力
の
も
と
」
な
の
で
あ
る
。
短
作
文
教
育
は
、
主
と
し
て
そ

の
意
味
で
の
「
感
知
す
る
力
」
の
育
成
の
た
め
に
多
く
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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